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　内皮機能不全を治療するために有効な量で、少なくとも１種のシクロヘキサン誘導体を
含有するオリゴ糖またはグリコミメティック化合物を含む、個体における内皮機能不全を
治療するための組成物であって、ここで、該シクロヘキサン誘導体は、式：
【化１０７】

を有し、
式中、
Ｒ１＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロ
ゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリール（これらのいずれも、Ｍｅ
、ＯＭｅ、ハロゲン化物、ＯＨ、またはＮＨＸの１種または複数で置換されていてよく、
ここで、Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル
、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのい
ずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよ
い）；Ｃ（＝Ｏ）ＯＸ、Ｃ（＝Ｏ）ＯＸで置換されたアルカニル、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＸ、Ｃ
（＝Ｏ）ＮＨＸで置換されたアルカニル（Ｘ＝Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケ
ニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロ
アリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種ま
たは複数で置換されていてよい）；ＯＸ、ＮＨＸ（Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１

～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリール
またはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、または
ＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；
Ｒ２＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロ
ゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリール（これらのいずれも、Ｍｅ
、ＯＭｅ、ハロゲン化物、ＯＨ、またはＮＨＸの１種または複数で置換されていてよく、
ここで、Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル
、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのい
ずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよ
い）；－Ｃ（＝Ｏ）ＯＸ（Ｘは、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～
Ｃ８アルキニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；－Ｃ（＝Ｏ）
ＮＨ（ＣＨ２）ｎＮＨ２（ｎ＝０～３０）、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＸまたはＣＸ２ＯＨ（Ｘ＝Ｃ

１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～
Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；ＯＸ、ＮＨＸ
、ＮＨ（＝Ｏ）Ｘ（Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８

アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、
これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換さ
れていてよい）；但し、Ｒ１およびＲ２は、同時にＨであることはなく；該シクロヘキサ
ン誘導体は、ＯＨ、Ｒ１またはＲ２において該オリゴ糖またはグリコミメティック化合物
に少なくとも結合している、組成物。
【請求項２】
　前記化合物が、
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【化１０８】

を含み、
式中、
Ｒ１＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロ
ゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリール（これらのいずれも、Ｍｅ
、ＯＭｅ、ハロゲン化物、ＯＨ、またはＮＨＸの１種または複数で置換されていてよく、
ここで、Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル
、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのい
ずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよ
い）；Ｃ（＝Ｏ）ＯＸ、Ｃ（＝Ｏ）ＯＸで置換されたアルカニル、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＸ、Ｃ
（＝Ｏ）ＮＨＸで置換されたアルカニル（Ｘ＝Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケ
ニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロ
アリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種ま
たは複数で置換されていてよい）；ＯＸ、ＮＨＸ（Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１

～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリール
またはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、または
ＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；
Ｒ２＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロ
ゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリール（これらのいずれも、Ｍｅ
、ＯＭｅ、ハロゲン化物、ＯＨ、またはＮＨＸの１種または複数で置換されていてよく、
ここで、Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル
、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのい
ずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよ
い）；－Ｃ（＝Ｏ）ＯＸ（Ｘは、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～
Ｃ８アルキニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；－Ｃ（＝Ｏ）
ＮＨ（ＣＨ２）ｎＮＨ２（ｎ＝０～３０）、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＸまたはＣＸ２ＯＨ（Ｘ＝Ｃ

１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～
Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；ＯＸ、ＮＨＸ
、ＮＨ（＝Ｏ）Ｘ（Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８

アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、
これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換さ
れていてよい）；但し、Ｒ１およびＲ２は、同時にＨであることはなく；
【化１０９】

－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｘ、－ＮＨ２、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨＸ、または－ＮＨ－Ｃ（＝
Ｏ）－Ｘであり、ここで、ｎ＝０～２であり、Ｘは、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８
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アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、
【化１１０】

【化１１１】

から独立に選択され、ここで、Ｑは、Ｈであるか、または生理学的に許容される塩、Ｃ１

～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロア
リール、（ＣＨ２）ｍ－アリールまたは（ＣＨ２）ｍ－ヘテロアリールであり、ここで、
ｍは、１～１０であり、ここで、ｎ＝０～１０であり、上記環化合物のいずれも、Ｃｌ、
Ｆ、ＣＦ３、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ、ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケ
ニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、Ｃ１～Ｃ１４アリール、またはＯＹ、Ｃ（＝Ｏ）ＯＹ、Ｎ
Ｙ２またはＣ（＝Ｏ）ＮＨＹから独立に選択される１から３個のもので置換されていてよ
く、ここで、Ｙは、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アル
キニル、またはＣ１～Ｃ１４アリールであり；

【化１１２】

６’硫酸化ＧｌｃＮＡｃ、６’カルボキシル化ＧｌｃＮＡｃ、６’硫酸化ＧａｌＮＡｃ、
６’硫酸化ガラクトース、６’カルボキシル化ガラクトース、
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【化１１３】

（ここで、Ｑは、Ｈまたは生理学的に許容される塩またはＣ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～
Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロアリール、（ＣＨ２）ｎ－ア
リールまたは（ＣＨ２）ｎ－ヘテロアリールであり、ここで、ｎは、１～１０であり、こ
こで、Ｒ９は、アリール、ヘテロアリール、シクロヘキサン、ｔ－ブタン、アダマンタン
、またはトリアゾールであり、Ｒ９のいずれも、Ｃｌ、Ｆ、ＣＦ３、Ｃ１～Ｃ８アルコキ
シ、ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニルまた
はＯＹ、Ｃ（＝Ｏ）ＯＹ、ＮＹ２またはＣ（＝Ｏ）ＮＨＹから独立に選択される１から３
個のもので置換されていてよく、ここで、Ｙは、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８

アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニルまたはＣ１～Ｃ１４アリールである）；または
【化１１４】

（ここで、Ｒ１０は、
【化１１５】

の１つであり、ここで、Ｑは、Ｈまたは生理学的に許容される塩、Ｃ１～Ｃ８アルカニル
、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロアリール、（ＣＨ２

）ｍ－アリールまたは（ＣＨ２）ｍ－ヘテロアリールであり、ここで、ｍは、１～１０で
あり、ｎ＝１～４であり、ＺおよびＹ＝Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、
Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリール、およびＭｅ、ＯＭ
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ｅ、ハロゲン化物、ＯＨで置換されたヘテロアリールである）であり；
Ｒ５＝Ｈ、Ｄ－マンノース、Ｌ－ガラクトース、Ｄ－アラビノース、Ｌ－フコース、ポリ
オール、
【化１１６】

（ここで、Ｘ＝ＣＦ３、シクロプロピルまたはフェニルである）、または
【化１１７】

（ここで、Ｑは、Ｈまたは生理学的に許容される塩、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８

アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロアリール、（ＣＨ２）ｍ－アリー
ルまたは（ＣＨ２）ｍ－ヘテロアリールであり、ここで、ｍは、１～１０であり、ここで
、Ｒ１１は、アリール、ヘテロアリール、
【化１１８】

であり、ここで、Ｑは、Ｈまたは生理学的に許容される塩、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１

～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロアリール、（ＣＨ２）ｍ－
アリールまたは（ＣＨ２）ｍ－ヘテロアリールであり、ここで、ｍは、１～１０であり、
ここで、ｎ＝０～１０であり、上記環化合物のいずれの１つも、Ｃｌ、Ｆ、Ｃ１～Ｃ８ア
ルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニルまたはＯＹから独立に選択され
る１から３個のもので置換されていてよく、ここで、Ｙは、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、
Ｃ１～Ｃ８アルケニルまたはＣ１～Ｃ８アルキニルである）である、請求項１に記載の組
成物。
【請求項３】
　前記化合物が、請求項２に記載の化合物からなる、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記化合物が、式：
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【化１１９】

を有し、ここで、Ｑが、Ｈまたは生理学的に許容される塩であり、Ｍｅが、メチルである
、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記化合物が、式：
【化１２０】

を有し、ここで、Ｑが、Ｈまたは生理学的に許容される塩であり、Ｍｅが、メチルであり
、Ｂｚが、ベンゾイルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記化合物が、式：
【化１２１】

を有し、ここで、Ｑが、Ｈまたは生理学的に許容される塩であり、Ｍｅが、メチルであり
、Ｂｚが、ベンゾイルである、請求項１に記載の組成物。
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【請求項７】
　前記化合物が、式：
【化１２２】

を有し、ここで、Ｑが、Ｈまたは生理学的に許容される塩であり、Ｍｅが、メチルであり
、Ｂｚが、ベンゾイルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　前記化合物が、式：

【化１２３】

を有し、ここで、Ｑが、Ｈまたは生理学的に許容される塩であり、Ｍｅが、メチルである
、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　前記化合物が、式：

【化１２４】

を有し、ここで、Ｑが、Ｈまたは生理学的に許容される塩であり、Ｍｅが、メチルであり



(9) JP 2010-518094 A5 2012.3.15

、Ｂｚが、ベンゾイルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記化合物が、式：
【化１２５】

を有し、ここで、Ｍｅが、メチルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記化合物が、式：
【化１２６】

を有し、ここで、Ｑが、Ｈまたは生理学的に許容される塩であり、Ｍｅが、メチルであり
、Ｂｚが、ベンゾイルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記化合物が、式：
【化１２７】

を有し、ここで、Ｑが、Ｈまたは生理学的に許容される塩であり、Ｍｅが、メチルである
、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
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　前記化合物が、式：
【化１２８】

を有し、ここで、Ｑが、Ｈまたは生理学的に許容される塩であり、Ｍｅが、メチルであり
、Ｂｚが、ベンゾイルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記化合物が、式：
【化１２９】

を有し、ここで、Ｑが、Ｈまたは生理学的に許容される塩であり、Ｍｅが、メチルである
、請求項１に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記化合物が、式：
【化１３０】

を有し、ここで、Ｑが、Ｈまたは生理学的に許容される塩であり、Ｍｅが、メチルであり
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、Ｂｚが、ベンゾイルである、請求項１に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記化合物が、式：
【化１３１】

を有し、ここで、Ｍｅが、メチルであり、Ｅｔが、エチルであり、Ｂｚが、ベンゾイルで
ある、請求項１に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記化合物が、式：

【化１３２】

を有し、ここで、Ｍｅが、メチルであり、Ｂｚが、ベンゾイルである、請求項１に記載の
組成物。
【請求項１８】
　前記化合物が、式：
【化１３３】

を有し、ここで、Ｍｅが、メチルであり、Ｅｔが、エチルであり、Ｂｚが、ベンゾイルで
ある、請求項１に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記化合物が、式：
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【化１３４】

を有し、ここで、Ｍｅが、メチルであり、Ｂｚが、ベンゾイルである、請求項１に記載の
組成物。
【請求項２０】
　前記化合物が、それに結合したポリエチレングリコールを有する、請求項１から１９の
いずれか一項に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記化合物が、ポリエチレングリコールによって該化合物の別のものに結合している、
請求項１から１９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記内皮機能不全が、血管異常である、請求項１に記載の組成物。
【請求項２３】
　前記血管異常が、糖尿病に伴う、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記血管異常が、鎌状赤血球症に伴う、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２５】
　前記血管異常が、動脈硬化症を伴う、請求項２２に記載の組成物。
【請求項２６】
　前記個体が、アスピリンまたは動脈硬化症に有用なアスピリン代用品によっても治療さ
れている、請求項２５に記載の組成物。
【請求項２７】
　移植片対宿主病を治療するために有効な量で、少なくとも１種のシクロヘキサン誘導体
を含有するオリゴ糖またはグリコミメティック化合物を含む、個体における移植片対宿主
病を治療するための組成物であって、ここで、該シクロヘキサン誘導体は、式：

【化１３５】

を有し、
式中、
Ｒ１＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロ
ゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリール（これらのいずれも、Ｍｅ
、ＯＭｅ、ハロゲン化物、ＯＨ、またはＮＨＸの１種または複数で置換されていてよく、
ここで、Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル
、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのい
ずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよ
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い）；Ｃ（＝Ｏ）ＯＸ、Ｃ（＝Ｏ）ＯＸで置換されたアルカニル、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＸ、Ｃ
（＝Ｏ）ＮＨＸで置換されたアルカニル（Ｘ＝Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケ
ニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロ
アリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種ま
たは複数で置換されていてよい）；ＯＸ、ＮＨＸ（Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１

～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリール
またはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、または
ＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；
Ｒ２＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロ
ゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリール（これらのいずれも、Ｍｅ
、ＯＭｅ、ハロゲン化物、ＯＨ、またはＮＨＸの１種または複数で置換されていてよく、
ここで、Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル
、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのい
ずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよ
い）；－Ｃ（＝Ｏ）ＯＸ（Ｘは、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～
Ｃ８アルキニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；－Ｃ（＝Ｏ）
ＮＨ（ＣＨ２）ｎＮＨ２（ｎ＝０～３０）、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＸまたはＣＸ２ＯＨ（Ｘ＝Ｃ

１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～
Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；ＯＸ、ＮＨＸ
、ＮＨ（＝Ｏ）Ｘ（Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８

アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、
これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換さ
れていてよい）；但し、Ｒ１およびＲ２は、同時にＨであることはなく；該シクロヘキサ
ン誘導体は、ＯＨ、Ｒ１またはＲ２において該オリゴ糖またはグリコミメティック化合物
に少なくとも結合している、組成物。
【請求項２８】
　前記化合物が、
【化１３６】

を含み、
式中、
Ｒ１＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロ
ゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリール（これらのいずれも、Ｍｅ
、ＯＭｅ、ハロゲン化物、ＯＨ、またはＮＨＸの１種または複数で置換されていてよく、
ここで、Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル
、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのい
ずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよ
い）；Ｃ（＝Ｏ）ＯＸ、Ｃ（＝Ｏ）ＯＸで置換されたアルカニル、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＸ、Ｃ
（＝Ｏ）ＮＨＸで置換されたアルカニル（Ｘ＝Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケ
ニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロ
アリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種ま
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たは複数で置換されていてよい）；ＯＸ、ＮＨＸ（Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１

～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリール
またはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、または
ＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；
Ｒ２＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロ
ゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリール（これらのいずれも、Ｍｅ
、ＯＭｅ、ハロゲン化物、ＯＨ、またはＮＨＸの１種または複数で置換されていてよく、
ここで、Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル
、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのい
ずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよ
い）；－Ｃ（＝Ｏ）ＯＸ（Ｘは、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～
Ｃ８アルキニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；－Ｃ（＝Ｏ）
ＮＨ（ＣＨ２）ｎＮＨ２（ｎ＝０～３０）、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＸまたはＣＸ２ＯＨ（Ｘ＝Ｃ

１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～
Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；ＯＸ、ＮＨＸ
、ＮＨ（＝Ｏ）Ｘ（Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８

アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、
これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換さ
れていてよい）；但し、Ｒ１およびＲ２は、同時にＨであることはなく；

【化１３７】

－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｘ、－ＮＨ２、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨＸ、または－ＮＨ－Ｃ（＝
Ｏ）－Ｘであり、ここで、ｎ＝０～２であり、Ｘは、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８

アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、

【化１３８】
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【化１３９】

から独立に選択され、ここで、Ｑは、Ｈであるか、または生理学的に許容される塩、Ｃ１

～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロア
リール、（ＣＨ２）ｍ－アリールまたは（ＣＨ２）ｍ－ヘテロアリールであり、ここで、
ｍは、１～１０であり、ここで、ｎ＝０～１０であり、上記環化合物のいずれも、Ｃｌ、
Ｆ、ＣＦ３、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ、ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケ
ニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、Ｃ１～Ｃ１４アリール、またはＯＹ、Ｃ（＝Ｏ）ＯＹ、Ｎ
Ｙ２またはＣ（＝Ｏ）ＮＨＹから独立に選択される１から３個のもので置換されていてよ
く、ここで、Ｙは、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アル
キニル、またはＣ１～Ｃ１４アリールであり；

【化１４０】

６’硫酸化ＧｌｃＮＡｃ、６’カルボキシル化ＧｌｃＮＡｃ、６’硫酸化ＧａｌＮＡｃ、
６’硫酸化ガラクトース、６’カルボキシル化ガラクトース、
【化１４１】

（ここで、Ｑは、Ｈまたは生理学的に許容される塩またはＣ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～
Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロアリール、（ＣＨ２）ｎ－ア
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リールまたは（ＣＨ２）ｎ－ヘテロアリールであり、ここで、ｎは、１～１０であり、こ
こで、Ｒ９は、アリール、ヘテロアリール、シクロヘキサン、ｔ－ブタン、アダマンタン
、またはトリアゾールであり、Ｒ９のいずれも、Ｃｌ、Ｆ、ＣＦ３、Ｃ１～Ｃ８アルコキ
シ、ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニルまた
はＯＹ、Ｃ（＝Ｏ）ＯＹ、ＮＹ２またはＣ（＝Ｏ）ＮＨＹから独立に選択される１から３
個のもので置換されていてよく、ここで、Ｙは、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８

アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニルまたはＣ１～Ｃ１４アリールである）；または
【化１４２】

（ここで、Ｒ１０は、
【化１４３】

の１つであり、ここで、Ｑは、Ｈまたは生理学的に許容される塩、Ｃ１～Ｃ８アルカニル
、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロアリール、（ＣＨ２

）ｍ－アリールまたは（ＣＨ２）ｍ－ヘテロアリールであり、ここで、ｍは、１～１０で
あり、ｎ＝１～４であり、ＺおよびＹ＝Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、
Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリール、およびＭｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、ＯＨで置換されたヘテロアリールである）であり；
Ｒ５＝Ｈ、Ｄ－マンノース、Ｌ－ガラクトース、Ｄ－アラビノース、Ｌ－フコース、ポリ
オール、

【化１４４】
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（ここで、Ｘ＝ＣＦ３、シクロプロピルまたはフェニルである）、または
【化１４５】

（ここで、Ｑは、Ｈまたは生理学的に許容される塩、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８

アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロアリール、（ＣＨ２）ｍ－アリー
ルまたは（ＣＨ２）ｍ－ヘテロアリールであり、ここで、ｍは、１～１０であり、ここで
、Ｒ１１は、アリール、ヘテロアリール、

【化１４６】

であり、ここで、Ｑは、Ｈまたは生理学的に許容される塩、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１

～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロアリール、（ＣＨ２）ｍ－
アリールまたは（ＣＨ２）ｍ－ヘテロアリールであり、ここで、ｍは、１～１０であり、
ここで、ｎ＝０～１０であり、上記環化合物のいずれの１つも、Ｃｌ、Ｆ、Ｃ１～Ｃ８ア
ルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニルまたはＯＹから独立に選択され
る１から３個のもので置換されていてよく、ここで、Ｙは、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、
Ｃ１～Ｃ８アルケニルまたはＣ１～Ｃ８アルキニルである）である、請求項２７に記載の
組成物。
【請求項２９】
　前記化合物が、請求項２８に記載の化合物からなる、請求項２７に記載の組成物。
【請求項３０】
　皮膚Ｔ細胞リンパ腫を治療するために有効な量で、少なくとも１種のシクロヘキサン誘
導体を含有するオリゴ糖またはグリコミメティック化合物を含む、個体における皮膚Ｔ細
胞リンパ腫を治療するための組成物であって、ここで、該シクロヘキサン誘導体は、式：

【化１４７】

を有し、
式中、
Ｒ１＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロ
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ゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリール（これらのいずれも、Ｍｅ
、ＯＭｅ、ハロゲン化物、ＯＨ、またはＮＨＸの１種または複数で置換されていてよく、
ここで、Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル
、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのい
ずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよ
い）；Ｃ（＝Ｏ）ＯＸ、Ｃ（＝Ｏ）ＯＸで置換されたアルカニル、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＸ、Ｃ
（＝Ｏ）ＮＨＸで置換されたアルカニル（Ｘ＝Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケ
ニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロ
アリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種ま
たは複数で置換されていてよい）；ＯＸ、ＮＨＸ（Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１

～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリール
またはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、または
ＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；
Ｒ２＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロ
ゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリール（これらのいずれも、Ｍｅ
、ＯＭｅ、ハロゲン化物、ＯＨ、またはＮＨＸの１種または複数で置換されていてよく、
ここで、Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル
、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのい
ずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよ
い）；－Ｃ（＝Ｏ）ＯＸ（Ｘは、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～
Ｃ８アルキニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；－Ｃ（＝Ｏ）
ＮＨ（ＣＨ２）ｎＮＨ２（ｎ＝０～３０）、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＸまたはＣＸ２ＯＨ（Ｘ＝Ｃ

１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～
Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；ＯＸ、ＮＨＸ
、ＮＨ（＝Ｏ）Ｘ（Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８

アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、
これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換さ
れていてよい）；但し、Ｒ１およびＲ２は、同時にＨであることはなく；該シクロヘキサ
ン誘導体は、ＯＨ、Ｒ１またはＲ２において該オリゴ糖またはグリコミメティック化合物
に少なくとも結合している、組成物。
【請求項３１】
　前記化合物が、
【化１４８】

を含み、
式中、
Ｒ１＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロ
ゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリール（これらのいずれも、Ｍｅ
、ＯＭｅ、ハロゲン化物、ＯＨ、またはＮＨＸの１種または複数で置換されていてよく、
ここで、Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル
、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのい
ずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよ
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い）；Ｃ（＝Ｏ）ＯＸ、Ｃ（＝Ｏ）ＯＸで置換されたアルカニル、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＸ、Ｃ
（＝Ｏ）ＮＨＸで置換されたアルカニル（Ｘ＝Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケ
ニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロ
アリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種ま
たは複数で置換されていてよい）；ＯＸ、ＮＨＸ（Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１

～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリール
またはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、または
ＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；
Ｒ２＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロ
ゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリール（これらのいずれも、Ｍｅ
、ＯＭｅ、ハロゲン化物、ＯＨ、またはＮＨＸの１種または複数で置換されていてよく、
ここで、Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル
、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのい
ずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよ
い）；－Ｃ（＝Ｏ）ＯＸ（Ｘは、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～
Ｃ８アルキニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；－Ｃ（＝Ｏ）
ＮＨ（ＣＨ２）ｎＮＨ２（ｎ＝０～３０）、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＸまたはＣＸ２ＯＨ（Ｘ＝Ｃ

１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～
Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；ＯＸ、ＮＨＸ
、ＮＨ（＝Ｏ）Ｘ（Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８

アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、
これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換さ
れていてよい）；但し、Ｒ１およびＲ２は、同時にＨであることはなく；
【化１４９】

－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｘ、－ＮＨ２、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨＸ、または－ＮＨ－Ｃ（＝
Ｏ）－Ｘであり、ここで、ｎ＝０～２であり、Ｘは、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８

アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、
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【化１５０】

から独立に選択され、ここで、Ｑは、Ｈであるか、または生理学的に許容される塩、Ｃ１

～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロア
リール、（ＣＨ２）ｍ－アリールまたは（ＣＨ２）ｍ－ヘテロアリールであり、ここで、
ｍは、１～１０であり、ここで、ｎ＝０～１０であり、上記環化合物のいずれも、Ｃｌ、
Ｆ、ＣＦ３、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ、ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケ
ニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、Ｃ１～Ｃ１４アリール、またはＯＹ、Ｃ（＝Ｏ）ＯＹ、Ｎ
Ｙ２またはＣ（＝Ｏ）ＮＨＹから独立に選択される１から３個のもので置換されていてよ
く、ここで、Ｙは、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アル
キニル、またはＣ１～Ｃ１４アリールであり；
【化１５１】

６’硫酸化ＧｌｃＮＡｃ、６’カルボキシル化ＧｌｃＮＡｃ、６’硫酸化ＧａｌＮＡｃ、
６’硫酸化ガラクトース、６’カルボキシル化ガラクトース、

【化１５２】
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（ここで、Ｑは、Ｈまたは生理学的に許容される塩またはＣ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～
Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロアリール、（ＣＨ２）ｎ－ア
リールまたは（ＣＨ２）ｎ－ヘテロアリールであり、ここで、ｎは、１～１０であり、こ
こで、Ｒ９は、アリール、ヘテロアリール、シクロヘキサン、ｔ－ブタン、アダマンタン
、またはトリアゾールであり、Ｒ９のいずれも、Ｃｌ、Ｆ、ＣＦ３、Ｃ１～Ｃ８アルコキ
シ、ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニルまた
はＯＹ、Ｃ（＝Ｏ）ＯＹ、ＮＹ２またはＣ（＝Ｏ）ＮＨＹから独立に選択される１から３
個のもので置換されていてよく、ここで、Ｙは、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８

アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニルまたはＣ１～Ｃ１４アリールである）；または
【化１５３】

（ここで、Ｒ１０は、
【化１５４】

【化１５５】

の１つであり、ここで、Ｑは、Ｈまたは生理学的に許容される塩、Ｃ１～Ｃ８アルカニル
、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロアリール、（ＣＨ２

）ｍ－アリールまたは（ＣＨ２）ｍ－ヘテロアリールであり、ここで、ｍは、１～１０で
あり、ｎ＝１～４であり、ＺおよびＹ＝Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、
Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリール、およびＭｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、ＯＨで置換されたヘテロアリールである）であり；
Ｒ５＝Ｈ、Ｄ－マンノース、Ｌ－ガラクトース、Ｄ－アラビノース、Ｌ－フコース、ポリ
オール、
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【化１５６】

（ここで、Ｘ＝ＣＦ３、シクロプロピルまたはフェニルである）、または
【化１５７】

（ここで、Ｑは、Ｈまたは生理学的に許容される塩、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８

アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロアリール、（ＣＨ２）ｍ－アリー
ルまたは（ＣＨ２）ｍ－ヘテロアリールであり、ここで、ｍは、１～１０であり、ここで
、Ｒ１１は、アリール、ヘテロアリール、

【化１５８】

【化１５９】

であり、ここで、Ｑは、Ｈまたは生理学的に許容される塩、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１

～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロアリール、（ＣＨ２）ｍ－
アリールまたは（ＣＨ２）ｍ－ヘテロアリールであり、ここで、ｍは、１～１０であり、
ここで、ｎ＝０～１０であり、上記環化合物のいずれの１つも、Ｃｌ、Ｆ、Ｃ１～Ｃ８ア
ルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニルまたはＯＹから独立に選択され
る１から３個のもので置換されていてよく、ここで、Ｙは、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、
Ｃ１～Ｃ８アルケニルまたはＣ１～Ｃ８アルキニルである）である、請求項３０に記載の
組成物。
【請求項３２】
　前記化合物が、請求項３１に記載の化合物からなる、請求項３０に記載の組成物。
【請求項３３】
　皮膚中の炎症細胞が関与する疾患を治療するために有効な量で、少なくとも１種のシク
ロヘキサン誘導体を含有するオリゴ糖またはグリコミメティック化合物を含む、個体にお
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ける皮膚の炎症細胞が関与する疾患を治療するための組成物であって、ここで、該シクロ
ヘキサン誘導体は、式：
【化１６０】

を有し、
式中、
Ｒ１＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロ
ゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリール（これらのいずれも、Ｍｅ
、ＯＭｅ、ハロゲン化物、ＯＨ、またはＮＨＸの１種または複数で置換されていてよく、
ここで、Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル
、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのい
ずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよ
い）；Ｃ（＝Ｏ）ＯＸ、Ｃ（＝Ｏ）ＯＸで置換されたアルカニル、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＸ、Ｃ
（＝Ｏ）ＮＨＸで置換されたアルカニル（Ｘ＝Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケ
ニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロ
アリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種ま
たは複数で置換されていてよい）；ＯＸ、ＮＨＸ（Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１

～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリール
またはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、または
ＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；
Ｒ２＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロ
ゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリール（これらのいずれも、Ｍｅ
、ＯＭｅ、ハロゲン化物、ＯＨ、またはＮＨＸの１種または複数で置換されていてよく、
ここで、Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル
、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのい
ずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよ
い）；－Ｃ（＝Ｏ）ＯＸ（Ｘは、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～
Ｃ８アルキニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；－Ｃ（＝Ｏ）
ＮＨ（ＣＨ２）ｎＮＨ２（ｎ＝０～３０）、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＸまたはＣＸ２ＯＨ（Ｘ＝Ｃ

１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～
Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；ＯＸ、ＮＨＸ
、ＮＨ（＝Ｏ）Ｘ（Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８

アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、
これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換さ
れていてよい）；但し、Ｒ１およびＲ２は、同時にＨであることはなく；該シクロヘキサ
ン誘導体は、ＯＨ、Ｒ１またはＲ２において該オリゴ糖またはグリコミメティック化合物
に少なくとも結合している、組成物。
【請求項３４】
　前記化合物が、
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【化１６１】

を含み、
式中、
Ｒ１＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロ
ゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリール（これらのいずれも、Ｍｅ
、ＯＭｅ、ハロゲン化物、ＯＨ、またはＮＨＸの１種または複数で置換されていてよく、
ここで、Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル
、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのい
ずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよ
い）；Ｃ（＝Ｏ）ＯＸ、Ｃ（＝Ｏ）ＯＸで置換されたアルカニル、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＸ、Ｃ
（＝Ｏ）ＮＨＸで置換されたアルカニル（Ｘ＝Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケ
ニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロ
アリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種ま
たは複数で置換されていてよい）；ＯＸ、ＮＨＸ（Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１

～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリール
またはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、または
ＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；
Ｒ２＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロ
ゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリール（これらのいずれも、Ｍｅ
、ＯＭｅ、ハロゲン化物、ＯＨ、またはＮＨＸの１種または複数で置換されていてよく、
ここで、Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル
、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのい
ずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよ
い）；－Ｃ（＝Ｏ）ＯＸ（Ｘは、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～
Ｃ８アルキニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；－Ｃ（＝Ｏ）
ＮＨ（ＣＨ２）ｎＮＨ２（ｎ＝０～３０）、Ｃ（＝Ｏ）ＮＨＸまたはＣＸ２ＯＨ（Ｘ＝Ｃ

１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～
Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換されていてよい）；ＯＸ、ＮＨＸ
、ＮＨ（＝Ｏ）Ｘ（Ｘ＝Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８

アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリールまたはヘテロアリールであり、
これらのいずれも、Ｍｅ、ＯＭｅ、ハロゲン化物、またはＯＨの１種または複数で置換さ
れていてよい）；但し、Ｒ１およびＲ２は、同時にＨであることはなく；
【化１６２】

－Ｏ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｘ、－ＮＨ２、－ＮＨ－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨＸ、または－ＮＨ－Ｃ（＝
Ｏ）－Ｘであり、ここで、ｎ＝０～２であり、Ｘは、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８

アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、
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【化１６３】

【化１６４】

から独立に選択され、ここで、Ｑは、Ｈであるか、または生理学的に許容される塩、Ｃ１

～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロア
リール、（ＣＨ２）ｍ－アリールまたは（ＣＨ２）ｍ－ヘテロアリールであり、ここで、
ｍは、１～１０であり、ここで、ｎ＝０～１０であり、上記環化合物のいずれも、Ｃｌ、
Ｆ、ＣＦ３、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ、ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケ
ニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、Ｃ１～Ｃ１４アリール、またはＯＹ、Ｃ（＝Ｏ）ＯＹ、Ｎ
Ｙ２またはＣ（＝Ｏ）ＮＨＹから独立に選択される１から３個のもので置換されていてよ
く、ここで、Ｙは、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アル
キニル、またはＣ１～Ｃ１４アリールであり；
【化１６５】

６’硫酸化ＧｌｃＮＡｃ、６’カルボキシル化ＧｌｃＮＡｃ、６’硫酸化ＧａｌＮＡｃ、
６’硫酸化ガラクトース、６’カルボキシル化ガラクトース、
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【化１６６】

（ここで、Ｑは、Ｈまたは生理学的に許容される塩またはＣ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～
Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロアリール、（ＣＨ２）ｎ－ア
リールまたは（ＣＨ２）ｎ－ヘテロアリールであり、ここで、ｎは、１～１０であり、こ
こで、Ｒ９は、アリール、ヘテロアリール、シクロヘキサン、ｔ－ブタン、アダマンタン
、またはトリアゾールであり、Ｒ９のいずれも、Ｃｌ、Ｆ、ＣＦ３、Ｃ１～Ｃ８アルコキ
シ、ＮＯ２、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニルまた
はＯＹ、Ｃ（＝Ｏ）ＯＹ、ＮＹ２またはＣ（＝Ｏ）ＮＨＹから独立に選択される１から３
個のもので置換されていてよく、ここで、Ｙは、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８

アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニルまたはＣ１～Ｃ１４アリールである）；または

【化１６７】

（ここで、Ｒ１０は、
【化１６８】

の１つであり、ここで、Ｑは、Ｈまたは生理学的に許容される塩、Ｃ１～Ｃ８アルカニル
、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロアリール、（ＣＨ２

）ｍ－アリールまたは（ＣＨ２）ｍ－ヘテロアリールであり、ここで、ｍは、１～１０で
あり、ｎ＝１～４であり、ＺおよびＹ＝Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、
Ｃ１～Ｃ８アルキニル、ハロゲン化Ｃ１～Ｃ８アルカニル、アリール、およびＭｅ、ＯＭ
ｅ、ハロゲン化物、ＯＨで置換されたヘテロアリールである）であり；
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Ｒ５＝Ｈ、Ｄ－マンノース、Ｌ－ガラクトース、Ｄ－アラビノース、Ｌ－フコース、ポリ
オール、
【化１６９】

（ここで、Ｘ＝ＣＦ３、シクロプロピルまたはフェニルである）、または
【化１７０】

（ここで、Ｑは、Ｈまたは生理学的に許容される塩、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１～Ｃ８

アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロアリール、（ＣＨ２）ｍ－アリー
ルまたは（ＣＨ２）ｍ－ヘテロアリールであり、ここで、ｍは、１～１０であり、ここで
、Ｒ１１は、アリール、ヘテロアリール、
【化１７１】

であり、ここで、Ｑは、Ｈまたは生理学的に許容される塩、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、Ｃ１

～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニル、アリール、ヘテロアリール、（ＣＨ２）ｍ－
アリールまたは（ＣＨ２）ｍ－ヘテロアリールであり、ここで、ｍは、１～１０であり、
ここで、ｎ＝０～１０であり、上記環化合物のいずれの１つも、Ｃｌ、Ｆ、Ｃ１～Ｃ８ア
ルカニル、Ｃ１～Ｃ８アルケニル、Ｃ１～Ｃ８アルキニルまたはＯＹから独立に選択され
る１から３個のもので置換されていてよく、ここで、Ｙは、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルカニル、
Ｃ１～Ｃ８アルケニルまたはＣ１～Ｃ８アルキニルである）である、請求項３３に記載の
組成物。
【請求項３５】
　前記化合物が、請求項３４に記載の化合物からなる、請求項３３に記載の組成物。
【請求項３６】
　前記疾患が、皮膚炎である、請求項３３から３５のいずれか一項に記載の組成物。
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【請求項３７】
　前記疾患が、慢性湿疹である、請求項３３から３５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項３８】
　前記疾患が、乾癬である、請求項３３から３５のいずれか一項に記載の組成物。
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